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＜ESD デー・フェスティバルプログラム内容＞ 

オープニング 

プログラム 1：ESD 地域タウンミーティング 

ESD 国際実施計画および国内実施計画の説明と意

見交換 

プルグラム 2：分科会 

分科会①：温暖化対策についての話し合い 

分科会②：温暖化対策に向けた昔の暮らしの体験と

買い物ゲーム 

プログラム 3：全体会 

学校と地域の活動発表、ESD デー分科会報告、温暖化対策に関する事業の報告、総括 

その他のプログラム 

・ ESD 座談会：国連大学高等研究所研究員との座談会 

・ 京山地区 ESD サミット：市役所、教育委員会、国連大学高等研究所研究員、小・中学校校

長などが集まり、人づくり・地域づくり・地域での学びについて話し合った 

・ 星空観察 

・ 地域文化の伝承 

・ エコクッキング 

 

 

＜ワークショップの開催＞ 

小・中学校の授業や、中学校の総合文化発表会でワークショップを開催しています。 

 

 

＜会議・シンポジウムへの参加＞ 

愛知万博地球市民村 ESD シンポジウム、

GLOBE Japan(地球環境国際議員連盟)

主催の「国会議員と小学生の対話シンポ

ジウム」、日本下水道協会中国四国支部

主催の「下水道環境フォーラム in 岡山」な

どに参加し、活動発表と意見交換をしまし

た。 

 

 

 

 

＜提言活動＞ 

故橋本元総理、小泉総理、小池環境大臣、小阪文部科学大臣、萩原前岡山市長を訪問（各役

職は訪問当時のもの）し、活動の紹介と地域での ESD 活動の推進のための提言をしました。 
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＜教材の作成＞ 

地球温暖化防止に向けたチャレンジシートや、地球温暖化に関する啓発のための小冊子を作

成しました。 

 
 

５． 活動資金と組織的位置づけ 

 岡山 KEEP は、参加している個人や組織の意志によって支えられています。行政や政府によ

って企画されたプロジェクトではありません。活動には、ほとんどの参加者が、無償ボランティ

アとして参加しています。参加者や参加組織が、会議室など活動の場所、記録用のビデオ機

材、PC などを提供しています。また、専門家や講演者などへの謝礼、教材、パンフレット作成

などのための活動運営費用は、京山公民館の予算、民間団体からの助成金や公益信託金、

企業や個人からの寄付によってまかなわれています。会費収入はなく、ワークショップやシンポ

ジウム、エコツアーなどを開催する際、経費相当分を参加費として徴収しています。 

 
 
D) プロジェクトの評価 

１．参加者の評価 

 岡山 KEEP の参加者 20 人に、活動の好きなところと、活動をしていて困ると感じることについ

て質問をしました。 

◆ 活動の好きなところ 

 （子どもたちのコメント） 

・ 学校、家での自分以外の新しい自分の存在の発見 

・ 自分の居場所があって、自分の考え方、意見を交わしあい、張り合っていきえる仲間がい

る喜び 

・ 他の世代の人たちとの活動(2 人) 

・ 地域の人びととの交流 

・ 学校ではいじめられないためには、成績を落とさないにはどうしたら良いかということばかり

考えるが、ここでは自分でいられること 

・ 自分を見捨てない人たちがいられること 

・ 発表してほめられること 

・ 地域を知ること 

・ 自然の中に行けること 

（大人たちのコメント） 

・ ふるさとへの愛情とそれを伝えることの喜び 

・ 子どもたちへの愛情  

・ 子どもたちのいきいきとした姿を見ること 

・ 大人と子どもたちの公平な関係を見ること(2 人) 

・ 子どもたちに出会えること 
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・ さまざまな立場の大人や子どもたちがひとつに取り組んでいる姿を見ること(2 人) 

・ 自分の存在が役に立っていると感じられること 

・ 自分の地域について知れること 

・ 価値観や考え方がひろがったこと 

 

◆ 活動をしていて困ると感じること 

（子どもたちのコメント） 

・ 特になし 

・ 環境が目標なのか教育が目標なのか分からな

い 

・ 自分より下の世代（小学生）の参加者が少ない 

・ 調査でデータが上手くまとめられない時 

・ 活動が地域に広がっていないこと 

・ 同級生に理解されないこと 

・ オタクなどの偏見で見られること（2 人） 

（大人たちのコメント） 

・ 池田さんに頼りすぎていること 

・ IT サポーターなのに、パソコンの能力があまり無いこと 

・ 土日の活動にあまり参加できないこと 

・ 参加者が皆忙しく、時間を合わせるのが難しいこと（2 人） 

・ 地域の中での活動の周知が難しいこと（2 人） 

・ 職場や家族の理解を得ることが難しいこと 

・ 自分の所属している組織をどう巻き込んでいいのかわからない 

・ ESD が一般化していないこと 

・ 特になし（2 人） 

 

２．課題 

 岡山 KEEP の活動において、課題となっている点がいくつかあります。 

 

◆ 活動参加への社会的制約 

 子どもの参加者は、放課後や、週末、家庭や塾で勉強をしなければならないという制約の中、

活動に参加しています。一方、大人の参加者の多くは、残業や休日出勤が慣習となっている日

本社会の中で、勤務時間以外に時間をつくり、活動に参加しています。大人も子どもも忙いた

め、活動に参加する時間を作り出すことが難しく、時には日程的に連続した活動への参加が困

難な場合があります。 

 

◆ ESD 活動を支える社会的なしくみの欠如 

 岡山 KEEP の活動は、参加者の自由な意思で支えられているため、その意思がなくなった場

合、活動がとまるというリスクがあります。とりわけ、ESDへの認知度が低く、活動を支える社会
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制度が整っていない中、特定のコーディネーターだけに、精神的･金銭的な負担がのしかかっ

ています。 

  

◆ ESD 周知の限界 

 課題の解決には、地域全体の参画が必要であるにもかかわらず、活動の周知活動が岡山

KEEPの参加者だけによってなされていることに、岡山KEEPの参加者は限界を感じてきました。

活動に、家族や友人、職場の仲間などの理解を得、より多くの人びとを活動に巻き込んでいく

ということが困難であることが多くあります。子どもの参加者の場合、周囲の友人を活動に誘っ

ても、塾やクラブ活動を優先されたり、活動参加者を「オタク」という偏見でみられることもありま

す。大人の参加者の場合、所属組織全体の取組みにするように働きかけても、活動参加が、

既に抱えている仕事へのさらなる負担と受け止められ、組織全体の取り組みになりにくいとい

う課題にぶつかっています。 

 

◆ 活動資金の不足 

 活動に必要な資材・資金は、助成金のほか、一部の参加団体からの寄付によってまかなわ

れています。活動が拡大するにしたがい、資金を出資し続けていることが、団体の財政状況を

逼迫している結果となっています。 

 

 

E) ESD 活動としての考察 

１．活動の視点 

 岡山 KEEP の活動には、下記にあげるような視点が、活動の基本的な考え方として盛り込ま

れています。 

 

◆ 子どもの人権の尊重 

 岡山KEEPでは、「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）i」を活動の基本的な考え方

として取り入れられています。岡山 KEEP では、子どもが一個の人間として尊重される雰囲気

の中、子どもと大人が同じ立場で議論を進めます。大人の参加者は、子どものいかなる意見も

尊重し、年令や社会的な権威に立つことなく、「子どもだから」「子どものくせに」という見方をし

ません。活動に参加した当初は、子どもを権威的に見ること慣れていた大人も、子どもたちとの

対等な議論に慣れるにつれ、子どもを一個の人間として尊重する姿勢を学んでいきます。 

 

◆ 体感・経験学習 

 学習の多くは、自らの体を使い、五感をつかって経験することに重点がおかれています。水

路に入って水の感触を確かめ調査する、古くからの住人を訪問し、直接話を聞き生活を体験す

る、川の遊びを体験するなど、実体験が重視されています。体験を通じて、学習活動で発見し

た課題を、自分の体験にひきつけ、自分とのつながりを認識できることが、課題解決を自分の

視点で探るきっかけとなっている。 
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◆ 文化相対主義ii 

 岡山 KEEP の参加者は、科学的な裏づけに支えられた技術の進歩が優れ、伝統的なもの効

率的ではないものが遅れているという固定観念から離れ、よりよい自然と人間の関係や、人間

の生活のあり方を探求してきました。こうした自由な考え方が、異なる価値観にささえられた文

化の体験･学びへの関心につながり、上流地域の伝統的な知恵、伝統的な生活や、京山地区

の伝承について学ぶ活動を実施してきました。 

 

◆ 傾聴 

 活動の全てには、数多くの議論と活動発表の場が、全ての子どもの参加者に与えられていま

す。議論や活動発表の場では、子どもたちの発言は全て、さえぎられることがありません。他

の参加者は、最後まで耳を傾け、どんな意見も否定せず、受けとめます。また、議論の進め方、

発表のプレゼンテーションの上手い下手、発表や意見の内容で評価を受け、優劣が決められ

ることもありません。 

 

参加者の声：傾聴 

岡山 KEEP で自分の意見を言えるのは気持ちがいい。この人は話を聞いてくれるというのが分

かる。 

幸谷 勇作さん 高校 1 年生 

 

◆ メディアの活用 

 活動参加者の地元新聞の記者が、活動および ESD の概念を、積極的に記事にまとめ紹介し

ています。ESD が社会的にあまり認知されていない現状で、活動の参加者が、周りの人たちか

らの理解を得られないことも多くあります。メディアをとおして活動が紹介されることで、地域で

の広い理解と関心へとつながっているばかりではなく、読者が、参加者に「新聞で読んだ」と声

をかけることが、特に子どもの参加者の自信へとつながっています。 

 

参加者の声：メディアの役割 

どんな些細なことでも、言わなければ変わらない。発言する中での孤独感や孤立感があって

も、どこかでわかってくれている人がいるというだけで、活動をつづけていける。声や活動をマ

スメディアが拾っていくと、参加者が動きやすくなる。 

京山中学校校長 犬飼茂子さん 

 

２．活動の方法 

 岡山 KEEP では、学習活動の度に、①課題の認識→②原因と解決方法を探る議論→③解決

に向けた次の行動」というステップを繰り返してきました。このステップの中に、上記のような視

点が盛り込まれていることによって、参加者が見出す課題解決に向けた取り組みが、より包括

的なものになっていきました。参加者は、課題解決に向け、環境の課題と、経済・価値観・生活

様式・近代化・生態系などとの関連性を認識するようになり、活動において扱うテーマや、連携

していく人びとの幅を広がっていきました。このような活動の広がりの中で、環境教育から始ま
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った岡山 KEEP の活動が、ESD へと発展していきました。（下記図 E-1） 

 

 

参加者の声：包括的な参加者の視点①   

 春の環境点検では、岡山市下水道局長の石井さんをお迎えして、一緒に環境調査をしまし

た。いつも行っている座主川に、「アブラ」のようなものが浮いていて、水の色が変わっている部

分があることに気付きました。実際に、小学生が触ってみると、ヌルッとしたそうです。同時に、

この座主側には、他の水路では見たことのない配水管が川に突き出していることがわかりまし

た。公民館に帰って、みんなでこのアブラについて考えました。川に突き出していた配水管から

生活排水が出ているということで考えがまとまりました。 

 石井さんから、下水道とは何か、岡山市の下水道はどのくらい整備されているのか、下水道

の長所と短所は何かを伺いました。座主川の周りでは、まだ下水道が通っていない家が多くあ

ることを知りました。そこで、子どもが遊びたくなるような川を目指して、どうしたら汚い水を流さ

ずに生活できるか、数人ずつのグループで話し合い、発表しました。アブラは、新聞紙にすわ

せて流さないようにするとか、学校給食の中でも、汚れたお皿をみかんの皮で拭いて洗ってい

るというような話が出ました。また、下水道を通すか通さないかは、その家の持ち主の最終判

断に任されていることから、下水道の整備予定地を市が買えば良い、という意見も出ました。 

妹尾圭さん 13 歳 

 

参加者の声:包括的な参加者の視点②   

１．動機 

子どもが感じた地域の課題と疑問

「いくら掃除してもなくならない下

流の河川ゴミ」、｢上流はどうなっ

ているの？｣ 

２．調査、体験、気づき 

知る：疑問を感じた子どもたちと、上

流を調査。水も水辺も美しく、川が

暮らしの中に生かされていた 

３．地域を見直す 

考える･行動する：｢なぜ下流では

同じ暮らしが出来ないのか？｣多

様な人びとが集まり、過去と今を

探り、地域で話し合う 

４．地域の人々に伝える 

発信する:川の点検や、環境調査

を地域協働で実施。環境改善の

ため啓発用看板を設置、水辺マッ

プを配布 

５．地域のための人づくり 

公民館を核に、学社連携･全世代

合同による岡山市京山地区ＥＳＤ環

境プロジェクトの立ち上げ 

 

６．地域の未来を描く 

子どもも大人も一同に会し、地域

の過去･現在･未来を語り、未来

を描き、未来をつくる活動へ 

７．国際理解から国際貢献

へ 

国際交流を通し、身近な温暖化対

策等も大事な国際貢献と認識し実

践 

８．環境＋経済･社会･文化 

日本の文化を見直し、経済的効果

も高い省エネ資源型の生活様式を

学びあい、地域で実践した 

９．仕組みをつくる 

広げる：ＥＳＤデー・フェスティ

バル等を開催し、地域全体に

ＥＳＤを広げ継続する仕組み

へ 

図 E-1 岡山 KEEPの活動の広がり：川の環境教育から ESDへ 
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 岡山 KEEP の私たちは、社会が変われば環境も変わると考えるようになりました。そしてそう

した考えが ESD の考え方だと思っています。私たちの身近に、いじめという社会問題がありま

す。友人を大切にしたいと思う一方で、受験勉強で時間に追われる忙しい生活の中で、他人に

構っていられないと思うこともあります。「人の心」と「競争社会」－いじめの原因のひとつは、こ

の「競争」のシステムの中にあると思います。私たちの人生の先輩たちが豊かさを求めて、走っ

てこられました。しかし、その結果、環境問題やいじめという問題が出てきました。今ここで、こ

れまでの社会をふり返り、次の一歩をどう進めるかを考える必要があります。 

守本祐一さん 15 歳 

 

 

３．活動の効果 

 岡山 KEEP 参加者が、包括的な課題解決を探るにつれ、地域の多くの人びとと連携をとるよ

うになりました。日本の地域コミュニティの崩壊の中、ばらばらになっていた人々が、活動をきっ

かけに、知り合い、つながるようになりました。そして、人と人とのつながりが、岡山 KEEP の参

加者のエンパワメントにつながっていきました。 

 農耕文化や地縁・血縁に支えられていた日本の伝統的な地域は、大人も子どもも、お互いを

受け止めあい、自己の存在を確認し、自己を確立し、他者や周囲の自然環境との関係を構築

していく学びの場でもありました。地域には、子どもをわが子同然に受け入れる親以外の大人

が数多く存在しました。子どもたちにとって、地域は、多様な人びとの価値観に触れながら、人

間として成長する学びの場でした。また、子どもたちは、他の子どもと群れて遊んだりけんかす

る「子どもの社会」の中で、仲裁、弱いものをいたわるなど、人間の社会の基本的ルールや、痛

み・喜び・悲しみを体験と共に感じることができました。大人は、子どもを見守りながら、日々の

農作業、地域の伝統行事、冠婚葬祭などにおいて、さまざまな役割を担い、助け合いながら生

活をしていました。 

 戦後の高度経済成長期以降、日本では核家族化、個人主義化が進み、人びとの生活が地

域コミュニティを基盤とするものではなくなりました。地域コミュニティは、その役割を失い、地域

がつないでいた人びとの関係、お互いを受け止めあう場、人間としての成長のための学びの

場がなくなりました。交通事故や、子どもを狙った犯罪の増加、受験勉強、コンピューターゲー

ムの蔓延で、子どもたちが群れて遊ぶことが無くなり、「子どもの社会」も消えていきました。現

代の日本では、子どもにとっては、塾、学校と家庭、大人にとっては、職場と家庭が自己を確立

する唯一の場であることが多くあります。このような、限られた価値観に支えられた限られた環

境で、多様な人びととつながり、多様な価値観に触れることが出来ず、自己の存在意義や、自

己を確立するすべがありません。 

 さらに、現在の日本の過度の物質的な豊かさや競争主義によって、人がありのままで生きる

ことをさらに困難にしていることあります。子どもたちのおかれている環境は特に苛酷で、大人

たちからは、受験の結果や、学校の成績でもって評価されたり、周りの子どもたちからも、自分

が持っているキャラクターカードの種類や、コンピューターゲームなどで、評価される場合が多

くあります。その限られた居場所である学校で、子どもが「いじめ」の問題にぶつかった時、親

や学校の教員が子どもの気持ちを受け止められず、子どもがより過酷な状況に追いやられ、
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自殺を選択する事例も増加しています。 

 岡山 KEEP では、子どもたちが等身大で受け入れられ、家庭と学校以外の地域の多様な人

びとの多様な考え方･価値観に触れることのできる場となっています。子どもたちは、多様な大

人とかかわることで、1 人の人の意見が絶対に正しいわけではなく、世の中には多様な人がい

て、多様な見方があるということを学んでいます。家庭や学校の生活の中では、評価、非難、

いじめを恐れて言えない意見を持つ自分であっても、学校生活に適応できなくても、きちんと受

け止めてくれる人たちがいるということ知り、自分への自信を高めています。大人の参加者にと

っても、岡山 KEEP の活動の中で、子どもたちに耳を傾け、受け入れていくことが、「自分の存

在が役立っている」という実感につながり、活動参加の喜びともなっていきました。 

 岡山 KEEP 以前は、地域のつながりがなく、参加者の大人も子どもも、「誰かの役に立ちた

い」「思いを受け止めて欲しい」という欲求を満たすことが出来ず、「生きづらさ」という、人間の

持続可能性という問題に直面していました。固定観念を持たず、相手を一個の人間として尊重

し、「聞く」という姿勢が鍵となって、以前の伝統的な地域が果たしていた、子どもと大人の思い

をつなぎとめることが実現しました。岡山 KEEP の、自然環境の持続可能性に取り組む活動が、

人間の持続可能性も回復する結果へとつながっていったのです。そして、「自然環境の持続可

能性」に向けた学びをとおして、「人間の持続可能性」の課題が解決されていったことが、参加

者のエンパワメント、つまり自信や自己の確立、活動参加への喜び、生きる喜び、自己と自分

につながる人びとへの尊重、自分が住む地域への愛情につながっていきました。（図 4-1） 

 

 

 

４．活動の普遍性 

 

人
間
の
持
続
可
能
性 

課題解決にむけた包括

的な模索のプロセス 

始点：川の環境教育 

環境・社会の課題解

決に向けた ESD へ 

参加者のエンパワメント：生きる喜び、

活動の喜び、自己と他者への尊重 

図 4-1 岡山 KEEPの活動と参加者のエンパワメント 
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京山での ESD 活動が、普遍的なものになりうるかという質問に対し、コーディネーターの一人、

犬飼茂子さんは、このように答えています。 

 

人の中には、生きていくことを考える気持ちがある。そしてそれを導き出す力が必要。人の中に

は、役に立ちたい、という気持ちがある。それは人間の本質。役立てば喜びがある。人には支

えあいが必要。こうしたつながりが輪となっていく。岡山 KEEP の取り組みは、根＝人間の生活

につながる活動。国内外を問わず、どこでも生活は基本。生活の原点から改善するという視点

があり、思いを受け止めあう人の輪が広がっていけば、ESD はどこでも可能。 

 

上記の回答を基に、地域を基盤とした ESD 活動の普遍性を式にしてみました。 

（誰かの役に立ちたい＋誰かに自分の思いを受け止めてもらいたい）×連携の輪＋生活の視

点＝ESD 

 

 

F) 今後の実施と提案～課題克服に向けて 

 岡山 KEEP では、ESD 活動の中で直面してきた課題解決のために、参加者の意思だけに頼

らないで、活動が継続される地域の枠組みづくりと、社会制度化、コーディネーター育成などを

目的に、2006 年「岡山市京山地区 ESD 推進協議会」（以下推進協議会）を設立しました。前年

の京山地区 ESDデー・フェスティバルの際立ち上げられた、岡山市京山地区 ESD実行委員会

が基盤となっています。推進会議は、今後は、ESD 活動を地域全体の活動としていくとともに、

京山地区内の環境分野以外の活動との連携、外部のESD関連ネットワークとの連携を深めて

いきます。 

 

◆ 推進協議会の今後の活動予定 

 地区内での ESD 活動の推進に向け、推進協議会に参画する町内会は、2006 年 11 月に、町

内会が発行する広報紙に、推進協議会のニュースレターを挟み込むことに合意しました。この

ことによって、京山地区内の 1 万世帯が、ESD および岡山 KEEP の情報を受け取ることになり

ます。地域全体への周知によって、地域の住人のより広い理解と、より多くの人々の ESD 活動

への参画が期待されています。また、2006 年 12 月以降、ESD コーディネーター養成講座の開

催や、日本政府、地方政府、学校教育、社会教育、市民活動にかかわる人びとが出席し、地

域での ESD や環境教育の進め方について話し合う円卓会議を開催する予定です。 

 

 

◆ 外部の ESD 団体、ネットワークとの連携 

 岡山市京山地区ESD推進協議会では、下記のような、外部のさまざまな団体、組織と連携を

もっています。活動の活性化、京山地区住民への周知とともに、活動に広がりを持たせること

を目的としています。 

・ 岡山県教育庁生涯学習課 

・ 岡山市教育委員会 
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・ 岡山地域ＥＳＤ推進協議会（岡山ＲＣＥ） 

・ 岡山ＥＳＤ研究会 

・ 国連大学高等研究所 

・ （特活）岡山県国際団体協議会 

・ 旭川流域ネットワーク 

・ ESD-J 

 

◆ 環境以外の分野の活動との連携 

 京山公民館では、「放課後ほっとすぺーす」は、ボランティアの高校生以上 70 代までの地域

の多様な大人が、平日の午後子どもたちをともにすごす場所を提供しています。地区内の小学

生のほか、虐待・ネグレクトをうけた子どものための保護シェルターからの子どもたちや、障が

い児が、放課後ほっとすぺーすを訪れます。障がいをもつ親からは、障がい者施設と家庭以外

に、子どもが行くところがないという意見を受け、障がいを持つ子どもたちが利用できるように

なりました。特定の指導員だけが子どもたちを見守る、学童保育や児童館とは異なり、多様な

立場の大人と子どもたちが、いたわりあうこと、ありのままを受け入れあう場をつくっています。

昨年より、ほっとすぺーすと、岡山 KEEP と連携しエコツアーなどを試験的に始めました。今後

は、京山地区の ESD 活動の一環として、活動を発展させていくことを計画しています。 

 

                                                   
i 文化相対主義 文化人類学の考え方で、フランツ･ボアツによって提唱された異文化に対する見方の

こと。全ての文化は等しく価値あるものであるとし、自文化の枠組みを相対化して、異文化の枠組みを

見ることが求められます。言い換えると、文化にはそれぞれの尺度があり、ひとつの文化を他の文化の

尺度を以って計らない、というものです。 

 
ii 児童の権利に関する条約(子どもの権利条約)」基本的人権が子どもにも保障されるべきことを国際

的に定めた条約。1989 年 11 月 20 日に国連総会において採択され、2003 年 7 月現在で 192 の国と地

域が締結。本条約は、1924 年の「子どもの権利に関するジュネーブ宣言」、1959 年の「子どもの権利宣

言」を受けて成立した。前文と本文 54条からなり、生存、保護、発達、参加という包括的権利を子どもに

保障。（http://www.unicef.or.jp/kenri/joyaku.htm）日本政府は 1994 年に批准。京山公民館館長の杉村

さんによると、日本での条約批准以降、社会教育の分野では、子どもの権利条約が積極的に取り入れ

られ、子どもの人権を認め、子どもと大人を同格に扱い、主体的な活動や学習の場へ参画を促す傾向

が強まっている。 


